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□．問１：再編の検討対象として抽出した「幹線道路の問題個所」や「都市計画道路の未着手路線」についての意見
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32

26

20

34

13

0 5 10 15 20 25 30 35 40

１－Ａ：問題個所(13箇所)についての意見

１－Ｂ：問題個所(13箇所)以外で、事業中路線が
完成により改善が見込まれる箇所についての意見

１－Ｃ：問題個所(13箇所)以外で、事業中路線が
 完成しても改善が見込まれない箇所についての意見

１－Ｄ：未着手路線(65路線)についての意見

１－Ｅ：着手済路線についての意見

問１：再編の検討対象として抽出した「幹線道路の問題個所」や 

   「都市計画道路の未着手路線」についての意見 

問題個所（13箇所）についての意見 １－Ａ ３２票 

問題個所（13箇所）以外で、改善が必要な箇

所についての意見 

問題箇所（13箇所）以外で、事業中路線の完成

により改善が見込まれる箇所についての意見 
１－Ｂ ２６票 

問題箇所（13箇所）以外で、事業中路線が完成

しても改善が見込まれない箇所についての意見 
１－Ｃ ２０票 

未着手路線（65路線）についての意見 １－Ｄ ３４票 

着手済路線についての意見 １－Ｅ １３票 

 １－Ａ ３２票 

●問題箇所13箇所（パンフレット７～８頁）については、主に次のような意見をいただいた。市が考

えている問題意識と市民の意識がほぼ適合していると考えられ、これらの意見を参考にしながら、

今後、問題箇所における対策検討を具体的に進めていく。 

問題箇所(13箇所)についての主な意見 

・「③小倉都心」における県道曽根鞘ヶ谷線は幅員が狭く、歩道もないために非常に危険であるので、
早期改善を望む【５人】 
・「④小倉～戸畑」における城野戸畑駅線は、一部区間で片側１車線となることや、路上駐車車輌が多
いことから走行性が劣る。また、歩道が狭く自転車が通りにくい【５人】 
・「③小倉都心」における国道１０号（片野・城野付近）は、歩道及び車道（右折車線）の整備が不十
分である【４人】 
・「③小倉都心」における手向山道路(小倉～門司)は、交通量が多い割に幅員や歩道が狭く、改善が必
要【２人】 
・今後の都市整備に大きな影響を及ぼす新空港とその関連地域(新門司、空港跡地など)においては、道
路整備を重点的に進めることが必要  
                                            等 

（意見数） 

問題個所（13箇所）についての意見 
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問題個所（13箇所）以外で、事業中路線の完成

により改善が見込まれる箇所についての意見 
２６票 １－Ｂ 

●問題箇所13箇所以外で改善が必要な箇所として指摘をいただいた箇所のうち、以下の箇所について

は、事業中路線が完成すれば交通流動が新規路線へシフトし、現道の交通量の減少が見込まれるこ

とから、渋滞緩和や安全性向上等の効果が期待されるため、近い将来には問題個所とならないもの

と想定される。よって、これらの箇所については、今後、事業中路線の事業進捗を促進するととも

に、交通流動の変化を把握しながら、問題点の改善が図られているかどうか、検証を続けていく。 

問題箇所(13箇所)以外で、事業中路線の完成により 
                  改善が見込まれる箇所についての主な意見 

・国道10号曽根バイパス【８人】 ← 東九州自動車道・南方朽網線 
・国道３号黒崎付近  【６人】 ← 黒崎バイパス・前田熊手線 
・折尾駅周辺     【４人】 ← 折尾駅周辺区画整理事業 
・国道199号二島～若松 【２人】 ← 黒崎バイパス・12号線 
・若戸大橋      【２人】 ← 新若戸道路 
                                等 

問題個所（13箇所）以外で、事業中路線が完成

しても改善が見込まれない箇所についての意見 
１－Ｃ ２０票 

●問題箇所13箇所以外で、改善が必要な箇所として指摘をいただいた箇所のうち、以下の箇所につい

ては事業中路線が完成しても改善が見込まれない箇所である。このうち、都心部や馬場山付近等に

ついては、市でも問題意識をもっており、関係機関との調整を図りながら今後も検討を進めてい

く。また、それ以外の意見についても、整備の優先順位を考慮しながら、改善に向けた取り組みを

検討していく。 

問題箇所(13箇所)以外で、事業中路線の完成しても 
                  改善が見込まれない箇所についての主な意見 

・小倉都心部（勝山通り等）【２人】 
・国道200号馬場山交差点 【２人】 
・旧国道322号守恒２丁目交差点 
・旧国道10号～10号バイパスをつなぐ道路 
・国道３号（北九州市～福岡市間）   
                        等 
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  未着手路線(65路線)についての意見 １－Ｄ ３４票 

●未着手路線65路線（パンフレット７～８頁）については、主に次のような意見をいただいた。これ

らの意見を参考にしながら、今後、未着手路線における必要性検討を具体的に進めていく。 

未着手路線65路線についての主な意見 

・６号線 → 自然環境に十分配慮し、必要性や整備のあり方を慎重に検討すべき【18人】 
・京良城小嶺線 → 国道200号、211号を補完する道路として必要【３人】 
・宮丸小石線、臨港１号線、修多羅竹並腺 → 交通需要が見込めないのであれば廃止すべき【３人】 
・野面木屋瀬線 → 遠賀川の堤防道路(県道直方水巻線)を補完する道路として整備が必要【２人】 

                      等

着手済路線についての意見 １－Ｅ １３票 

●再編検討の対象外ではあるが、着手済路線(整備済み路線、事業中路線)についても早期完成を望む

意見、完成した路線の効果を高く評価する意見、また、整備理由が不明確と思われる路線について

の意見をいただいた。これらの意見を事業課へ伝達し、関係部署との連携を図りながら、必要な対

応を検討していく。 

着手済路線についての主な意見 

・早期完成を望む路線 → 黒崎バイパス及び前田熊手線【５人】 
             11号線、６号線、日明渡船場線 
・完成した路線で効果が高い路線 → 黒原飛行場線【２人】 
                  門司駅前 
・整備理由が不明確と思われる路線 → ４号線、学研都市２期関連道路 
                                     等 




